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ナ
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谷
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皆
さ
ん
今
日
は
。
月
日
の
過
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、
皆
様
方
を
始
め
３
３
６-

Ａ
地
区
、

複
合
、
全
日
本
の
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
か
ら
御
支
援
、
御
厚
情
を
賜
り
、
無
事
、
滞
り
な
く

間
も
な
く
大
役
を
終
え
よ
う
と
致
し
て
居
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
度
い
と
存

じ
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
昨
年
（
平
成
24
年
）
６
月
20
日
、
大
韓
民
国
・
釜
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
95
回

国
際
大
会
に
先
達
ち
、
世
界
７
５
２
名
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

ウ
ェ
イ
ン
Ａ
・
マ
デ
ン
国
際
会
長
御
夫
妻
と
写
真
を
撮
り
ま
し
た
の
が
、
遠
く
昔
の
様
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

以
来
、
国
際
テ
ー
マ
「
奉
仕
の
世
界
」
に
向
っ
て
邁
進
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
し
い
て

タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
と
す
る
な
ら
ば
“
80
歳
の
挑
戦
、
人
生
の
修
業
”
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
。
こ
の
「
奉
仕
の
世
界
」
と
は
、
世
界
中
で
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
居
り
ま
す
約

４
６
、０
０
０
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
１
日
24
時
間
、
１
年
３
６
５

日
、
常
に
絶
え
間
な
く
全
世
界
で
奉
仕
活
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
居
る
事
を
意
味
し
、
我
々
３
３
６

-

Ａ
地
区
１
５
１
ク
ラ
ブ
も
又
、
そ
の
一
翼
を
荷
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　

我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
ま
す
“
Ｗｅ 

Ｓｅ
ｒ
ｖ
ｅ
”
は
、
国
の
内
外
を
問

わ
ず
世
界
的
に
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
る
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
、
国
内
的
に
は
、
各
国
の
各

ク
ラ
ブ
が
地
域
に
根
差
し
た
奉
仕
活
動
を
行
い
、
国
際
的
に
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
通
じ
て
奉
仕
活
動
が

行
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
２
つ
が“
Ｗｅ 

Ｓｅ
ｒ
ｖ
ｅ
”（
奉
仕
）の
車
の
両
輪
で
あ
り
、双
方
相
ま
っ

て
始
め
て
国
際
的
奉
仕
団
体
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
“
Ｗｅ 

Ｓｅ
ｒ
ｖ
ｅ
”

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
総
て
の
活
動
は
、
会
員
の
奉
仕
活
動
が
原
動
力

で
あ
り
、
そ
の
為
の
会
員
増
強
と
維
持
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
最

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
手
段
、
方
法
と
致
し
ま
し
て
、
私
が
常
に
提
唱
致
し
て
居
り
ま
す
２
０
０
％
例

会
並
み
に
、
今
迄
余
り
御
縁
の
無
か
っ
た
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
有
効
に
活
用
し
て
戴
き
、
会
員
増

強
と
維
持
に
繋
げ
て
戴
き
た
い
と
、
こ
の
１
年
間
御
願
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
は
、
95
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
世
界
最
大
の
国

際
的
奉
仕
団
体
で
あ
り
ま
す
」
こ
の
一
文
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
総
て
を
凝
縮
し
た
言
葉
で
あ

る
と
同
時
に
、
私
共
は
こ
れ
を
更
に
永
遠
に
後
世
に
引
き
継
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
為
に
も
、
我
々
に
と
っ
て
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
人
生
の
修
業
の
場
で
あ
り
、
そ
の
要

職
を
人
生
の
師
で
あ
る
と
考
え
る
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
我
々
が
自
身
の
人
生
を
成
功
に

導
く
事
は
、
並
大
抵
の
事
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
為
に
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
人

生
の
修
業
の
場
で
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
要
職
を
人
生
の
師
で
あ
る
と
御
考
え
賜
り
、
努

力
を
積
み
重
ね
て
戴
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
う
す
る
事
が
必
ず
や
皆
様
方
の
将
来
の
人
生
に
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
る
も
の
と
確
信
致
し
て
居
り
ま
す
。
唯
一
度
の
人
生
で
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
要
職
で
御
座
居
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
１
年
間
思
う
存
分
御
活
躍
さ
れ
ま
す
様
に
と
申
し
上

げ
て
参
り
ま
し
た
が
、
１
年
後
の
現
在
、
如
何
で
御
座
居
ま
し
ょ
う
か
。

　

多
分
そ
の
事
は
既
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
居
ら
れ
る
の
で
は
無
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今

期
、
３
３
６-

Ａ
地
区
で
は
31
ク
ラ
ブ
で
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
へ
参
加
さ

せ
て
戴
き
、
時
に
は
思
い
も
寄
ら
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
賜
り
、
心
よ
り
嬉
し
く
、
感
謝
致
し
て
居

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
去
る
４
月
13
・
14
の
両
日
に
亘
り
、
龍
馬
の
故
郷
南
国
土
佐
の
高
知
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
59
回
地
区
年
次
大
会
に
は
、
四
国
各
地
よ
り
２
、０
０
０
名
近
い
皆
様
方
の
御
参
集
を
賜

り
、
盛
大
な
中
に
も
厳
粛
に
、
無
事
滞
り
な
く
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
私
自
身
81
年
の
人
生
の
中
で
、
最
高
の
感
動
と
思
い
出
を
残
さ
せ
て
戴

き
ま
し
た
事
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
区

年
次
大
会
を
成
功
に
導
く
為
に
最
高
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
内
局
の
皆
様
方
を
始
め
、
地
区
役

員
・
委
員
、
年
次
大
会
関
係
の
方
々
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
区
年
次
大
会
は
、
今
期
の
方
々
の
卒
業
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
次
期
の
方
々
に
と
り
ま
し
て

は
入
学
式
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
多
分
皆
様
方
は
優
秀
な
御
成
績
で
御
卒
業
に
な
ら

れ
た
事
と
存
じ
ま
す
が
、
早
く
も
次
期
の
方
々
が
入
学
さ
れ
、
既
に
準
備
万
端
滞
り
な
く
進
め
ら

れ
て
居
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
の
任
期
も
後
約
１
ヶ
月
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
最

後
迄
総
て
を
「
誠
心
誠
意
」
務
め
た
い
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
最
後
に
私
自
身
、
大
き

な
人
生
の
修
業
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
３
３
６-

Ａ
地
区
を
始
め
全
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
に
心
よ
り

御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
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「心ひとつ」相手の立場で　We Serve
ガバナー・キーワード

誠 心 誠 意

80
歳
の
挑
戦

　
　
人
生
の
修
業
に
感
謝
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て
、
こ
の
地
区

年
次
大
会
を
成
功
に
導
く
為
に
最
高
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
内
局
の
皆
様
方
を
始
め
、
地
区
役

員
・
委
員
、
年
次
大
会
関
係
の
方
々
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
区
年
次
大
会
は
、
今
期
の
方
々
の
卒
業
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
次
期
の
方
々
に
と
り
ま
し
て

は
入
学
式
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
多
分
皆
様
方
は
優
秀
な
御
成
績
で
御
卒
業
に
な
ら

れ
た
事
と
存
じ
ま
す
が
、
早
く
も
次
期
の
方
々
が
入
学
さ
れ
、
既
に
準
備
万
端
滞
り
な
く
進
め
ら

れ
て
居
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
の
任
期
も
後
約
１
ヶ
月
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
最

後
迄
総
て
を
「
誠
心
誠
意
」
務
め
た
い
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
最
後
に
私
自
身
、
大
き

な
人
生
の
修
業
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
３
３
６-

Ａ
地
区
を
始
め
全
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
に
心
よ
り

御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。

	表紙2	 地区ガバナーあいさつ
	 2	 336-A地区 第59回地区年次大会
	 14	 日韓親善国際交流の夕べ
	 15	 日韓記念植樹
	 16	 幹事挨拶
	 17	 会計挨拶
	 18	 Anniversary
	 20	 336複合地区第59回年次大会
	 21	 韓国354-D地区 第三十一次会員大会
	 22	 LCIFセミナーに参加して
	 24	 ガバナーズアワード金賞クラブより
	 25	 第4回キャビネット会議
	 26	 副幹事より
	 27	 3クラブ合同例会
	 	 地区誌編集委員より感謝をこめて
	 28	 地区会員現況
	表紙3	 物故会員
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336-A 地区　第59回地区年次大会

　

４
月
の
海
の
青
と
空
の
青
、
世
界
を
繋
ぐ
黒
潮

躍
る
土
佐
の
高
知
で
、
「
夢
と
ロ
マ
ン
・
出
会
い

の
達
人
「
龍
馬
の
心
で
」
ウ
イ
サ
ー
ブ
」
を
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
第
59
回
地
区
年
次
大
会
が
、

１
、
９
０
０
余
人
の
会
員
の
皆
様
に
ご
登
録
と
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
韓
国
３
５
４-

Ｄ
地
区

か
ら
は
、
40
余
人
の
役
員
の
皆
様
が
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
平
成
25
年
４
月
13
日
〜
14
日
の
両

日
、
高
知
市
に
お
い
て
厳
粛
に
し
て
、
鏡
川
の
清

き
流
れ
の
ご
と
く
進
行
し
素
晴
ら
し
い
大
会
が
で

き
、
意
義
深
く
心
に
残
る
感
動
の
あ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
長
谷
川
地
区
カ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
心
ひ
と
つ
」
相
手
の
立
場
で
Ｗ
ｅ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

の
も
と
情
熱
と
堅
い
絆
に
よ
り
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
奉
仕
の
世
界
」
を
踏
ま
え
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
夢
と
ロ
マ
ン
・
出
会
い
の
達
人
龍
馬
の
心
で

Ｗ
ｅ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
「
誠
心
誠
意
の
お
も
て
な

し
」
を
体
感
で
き
る
感
動
の
地
区
年
次
大
会
と
す

る
こ
と
を
念
頭
に
基
本
方
針
を
立
て
、
一
年
前
か

ら
10
回
に
及
ぶ
大
会
委
員
会
を
開
催
し
、
６
Ｒ
・

７
Ｒ
の
33
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
役
割
を
分
担
し
、
綿

密
な
準
備
、
企
画
、
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
特

に
長
谷
川
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
心
か
ら
お
も
て
な
し

で
、
高
知
の
良
さ
を
一
杯
に
盛
り
込
む
こ
と
、
遵

守
す
べ
き
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
新
鮮
味
を
盛
り

込
み
、
高
知
の
活
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
、
そ
し
て
厳
粛
の
う
ち
に
も
明
る
く
て

楽
し
い
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
し

て
明
日
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
躍
進
に
繋
が
る

意
義
有
る
大
会
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

大
会
式
典
で
は
、
本
来
的
に
形
の
決
ま
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
高
知
桂
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
40
数
年
に
亘
り
継
続
ア
ク
ト
を
行
っ

て
い
る
高
知
少
年
・
少
女
合
唱
団
に
よ
る
国
歌
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ヒ
ム
の
斉
唱
で
優
し
く
爽
や
か
な
世

界
に
靡
く
開
幕
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
世
界
入
会
デ
ー
で
は
新
入
会
員
に

よ
る
宣
誓
式
の
朗
読
に
感
動
し
心
も
引
き
締
ま
っ

た
事
で
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
は
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の

お
客
様
へ
の
心
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
得
意
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
天
候
に
も
恵
ま
れ
薫
風
の
下
、
松

の
緑
も
色
鮮
や
か
な
三
翠
園
で
、
土
佐
の
高
知
の

皿
鉢
料
理
が
所
狭
し
と
並
び
お
客
様
を
歓
迎
申
し

上
げ
ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
踊
り
の
余
興
や
マ
グ
ロ

の
解
体
、
カ
ツ
オ
の
た
た
き
等
高
知
の
食
材
が
並

び
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
、
賑
々
し
く
か
つ
和
や

か
一
杯
の
笑
顔
で
心
か
ら
の
満
足
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

年
次
大
会
の
運
営
を
と
お
し
て
、
ホ
ス
ト
ク
ラ

ブ
の
皆
様
相
互
の
連
携
、
地
区
内
ク
ラ
ブ
会
員
間

の
友
情
も
高
揚
し
、
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
深
い
理
解

に
繋
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
素
晴
ら
し
い
絆
を
実
感
で
き
た
大
会
で

し
た
。
最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
心
か
ら
深
く
感
謝
し
御
礼
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

高
知
土
佐
流
お
も
て
な
し

３
３
６-

Ａ
地
区　

第
59
回
地
区
年
次
大
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　

宮 

元　

  

顯
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岡﨑誠也　高知市長 尾﨑正直　高知県知事

青木章泰
高知商工会議所 会頭

三谷智省
元地区ガバナー・地区名誉顧問
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336-A 地区　第59回地区年次大会

宮元顯 地区年次大会委員長
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寺尾誠也 地区年次大会事務局長 李奎變 354-D地区　総裁

濱田キャビネット幹事

長谷川令夫人と李奎變令夫人

和田キャビネット副幹事

那須幸音さん　溝渕義雄さん



6

336-A 地区　第59回地区年次大会

松
前
ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
選
出

と
き
め
く
明
日
へ　
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
真
価
発
輝
」

キ
ー
ワ
ー
ド
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336-A 地区　第59回地区年次大会

吉本千恵　PR委員（高知桜LC）

代
議
員
第
一
分
科
会
の
報
告

4月14日 ㈰
9：30〜10：30

高知県民文化ホール
グリーン
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役
割
を
持
っ
て
い
る
、
会
報
誌
が
一
部
の
執

筆
者
の
み
に
留
ま
る
事
無
く
計
画
的
に
全
員

の
声
を
反
映
さ
せ
る
事
が
大
切
で
す
し
、
ア

ワ
ー
ド
も
必
ず
手
中
に
収
め
る
気
構
え
と
、

経
費
を
掛
け
過
ぎ
る
事
無
く
手
作
り
の
会
報

と
い
う
事
も
大
切
で
あ
る
と
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
山
地
章
靖
地
区
名
誉
顧
問
の
閉
会

の
言
葉
で
終
了
致
し
ま
し
た
。

会
員
・
会
則
・
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
指
導
力
育
成
・

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
委
員
会

委
員
長　

佐
野　

邦
男

（
高
知
南
Ｌ
Ｃ
）

　

管
武
廣
地
区
名
誉
顧
問
会
議
長
の
開
会
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
地
区
役
員
、
委
員
の
紹
介

の
後
、
私
の
報
告
と
３
月
末
現
在
の
会
員
数

26
名
減
と
成
り
残
り
2.5
ヶ
月
の
間
に
純
増
を

訴
え
ま
し
た
。

　

次
に
東　

信
喜
Ｐ
Ｒ
情
報
委
員
長
の
報
告

に
つ
づ
い
て
、
会
員
増
強
の
活
動
事
例
発
表

を
高
知
鷹
城
Ｌ
Ｃ
の
田
中
智
洋
会
長
よ
り
ク

ラ
ブ
会
員
委
員
会
で
具
体
的
な
計
画
方
針

を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
６
名
増
強
、

更
に
４
名
が
６
月
ま
で
に
入
会
が
決
定
と
力

強
い
報
告
。
そ
し
て
、
２
０
０
％
例
会
達
成

の
活
動
事
例
発
表
を
高
松
中
央
Ｌ
Ｃ
の
松
本

美
帆
会
長
よ
り
、
会
員
が
女
性
ば
か
り
の
中

で
出
来
る
活
動
は
何
か
を
話
し
合
い
、
一
つ

と
し
て
乳
が
ん
検
診
を
地
域
密
着
型
で
呼
掛

け
て
１
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
又
、
子
供

達
の
ダ
ン
ス
大
会
や
、
第
４
回
芸
能
チ
ャ
リ

テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
等
と
地
域
と
の
連
携
を
大
切

に
し
て
い
る
と
訴
え
、
自
分
が
今
回
感
動
し

た
言
葉
に
長
谷
川
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
公
式
訪

問
の
時
に
“
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
は
人
生
の

修
行
の
場
で
あ
る
”
と
訴
え
た
挨
拶
を
朗
読

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
会
報
誌
に
つ
い
て
、
高
知
桜
Ｌ
Ｃ

の
吉
本
千
恵
Ｐ
Ｒ
委
員
よ
り
、
会
報
誌
は
自

分
達
の
計
画
し
た
事
業
の
強
力
な
Ｐ
Ｒ
と
、

そ
の
成
果
を
関
係
各
位
へ
知
ら
せ
る
大
切
な

Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大
会
参
加
委
員
長

東　

信
喜
（
高
知
黒
潮
Ｌ
Ｃ
）

　

恋
人
と
二
人
、
愛
妻
と
二
人
、
友
人
と
二
人
、

ビ
ー
ル
片
手
に
二
人
で
仲
良
く
食
べ
る
ベ
ー
コ

ン
は
さ
ぞ
か
し
美
味
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
こ
こ
に
書
く
二
人
の
ベ
ー
コ
ン
は
、
と

も
に
哲
学
者
で
あ
る
。
一
人
は
ロ
ジ
ャ
ー
・
ベ
ー

コ
ン
（
13
世
紀
の
人
）
、
も
う
一
人
は
、
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
16
世
紀
か
ら
１
７
世
紀
の

人
）
で
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。

　

か
つ
て
私
は
、
卒
業
単
位
取
得
の
た
め
に
哲

学
を
選
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
哲
学
は
そ
の
名
か
ら
は
学
問
の

対
象
が
判
然
と
し
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
哲
学
用
語
が
私
に
は
難

し
く
、
そ
し
て
、
そ
の
用
語
を
説
明
す
る
の
に
さ

ら
に
難
し
い
用
語
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
凡

人
に
も
至
ら
な
い
私
に
は
、
到
底
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
哲
学
と
は
何
ぞ
や
、
こ

れ
即
ち
哲
学
な
り
」
と
い
っ
た
文
章
を
読
む
と
、

哲
学
が
一
層
難
し
く
思
わ
れ
、
そ
の
勉
強
を
諦
め

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
単
位
取
得
が
な
け
れ
ば
卒
業
で
き

な
い
の
で
、
試
験
だ
け
は
受
け
て
み
た
。
結
果
何

ん
と
か
単
位
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
評
価
た
る
や
今
な
お
人
に
は
知
ら
れ
た
く
な

い
私
の
秘
密
の
一
つ
で
あ
る
。

　

後
日
、
私
は
本
屋
で
東
大
の
先
生
が
書
か
れ

た
哲
学
入
門
書
の
よ
う
な
本
を
買
っ
て
読
ん

だ
。
そ
れ
に
は
千
人
の
哲
学
者
が
い
れ
ば
、
千
の

哲
学
が
あ
る
と
か
書
か
れ
て
い
た
。
以
来
私
は

哲
学
と
は
も
の
の
見
（
観
）
方
、
考
え
方
の
学
問

で
あ
る
と
私
な
り
に
思
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
二
人
の
ベ
ー
コ

ン
が
大
好
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
二
人
の
残

し
た
言
葉
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ベ
ー
コ
ン
は
「
賢
人

は
、
他
人
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
。
」
、
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
は
「
知
は
力
な
り
。
」
と
い
う
言

葉
を
残
し
て
い
る
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
思
う
と
き
、
知
恵

と
知
識
の
乏
し
い
私
に
と
っ
て
、
こ
の
二
人
の
言

葉
は
常
に
励
ま
し
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。

　

私
が
、
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
退

会
し
な
い
理
由
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

当
ク
ラ
ブ
に
は
、
産
科
医
、
小
児
科
医
、
内
科

医
、
歯
科
医
の
名
医
を
は
じ
め
、
お
寺
の
住
職
さ

ん
、
葬
儀
屋
さ
ん
、
墓
石
屋
さ
ん
ま
で
、
ま
さ
に

ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
の
職
業
に
携
わ
る
会

員
が
い
る
、
会
員
数
高
知
県
下
一
の
ク
ラ
ブ
で
あ

る
。

　

人
生
で
多
数
の
職
業
に
就
く
こ
と
は
難
し

い
。
ゆ
え
に
ク
ラ
ブ
で
多
く
の
会
員
と
交
わ
る

こ
と
は
自
ら
の
能
力
を
高
め
る
絶
好
の
場
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

健
康
で
あ
る
限
り
、
長
く
会
員
で
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

松本美帆　高松中央LC会長

委員長

雑感

 

二
人
の
ベ
ー
コ
ン
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
関
し
て

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員　

吉
村
政
男

　　

高
知
と
さ
み
ず
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

見
て
我
々
の
ク
ラ
ブ
も
何
か
取
り
組
ん
で
み

よ
う
と
思
っ
た
。

　

ま
ず
、
市
長
、
校
長
の
後
押
し
を
お
願
い

し
、
校
長
先
生
の
公
募
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
。
２
０
１
６
年
ま
で
に
全
員
に
卒
業

証
書
を
渡
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

先
生
た
ち
と
、
子
供
た
ち
の
絆
は
年
々
絆

の
少
な
さ
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
先
生
同
士
の
連
携
も
少
な
く
、
そ
ん
な

現
状
に
は
、
ぴ
っ
た
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

だ
と
思
っ
た
。

せ
一
生
の
友
達
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。　
　

　

冬
期
の
派
遣
生
は
１
名
、
受
入
生
は
２
名

で
し
た
。

　

冬
期
の
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
12
月
20

日
か
ら
２
泊
３
日
の
期
間
で
夏
期
と
同
じ
く

Ａ
Ｂ
Ｃ
地
区
合
同
Ｙ
Ｅ
・
国
際
関
係
で
岡
山

県
新
見
市
「
千
屋
温
泉
並
び
に
い
ぶ
き
の
里

ス
キ
ー
場
」
に
お
い
て
Ｂ 

地
区
の
主
た
る
担

当
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
参
加

者
は
Ｂ
地
区
３
名
、
Ｃ
地
区
１
名
、
Ａ
地
区

２
名
計
６
名
で
し
た
。
夏
期
と
は
違
い
冬
の

日
本
を
感
動
と
友
情
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
生
の
報
告
書
に
は
感
動
と
感
謝
と
Ｙ
Ｅ

事
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
記
し
て
お
り
、
運
営
し

た
委
員
、
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

336-A 地区　第59回地区年次大会

代
議
員
第
二
分
科
会
の
報
告

Ｙ
Ｅ
・
国
際
関
係
委
員
会

委
員
長　

橋
本　

充
好
（
高
知
柏
Ｌ
Ｃ
）

　

各
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
運
営
す
る
委
員

会
は
、
毎
年
７
月
か
ら
始
ま
り
翌
年
６
月
に

終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
準
備
段

階
と
し
て
各
委
員
会
の
始
動
は
毎
年
４
月
ご

ろ
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
・
国
際
関
係
は

夏
期
、
冬
期
の
派
遣
・
受
入
れ
が
あ
り
、
夏

期
の
準
備
の
た
め
、
冬
期
の
派
遣
・
受
入
家

庭
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
、
最
後
は
夏
期
の
受
入
生
の
関
西

空
港
ま
で
の
見
送
り
が
あ
り
、
次
年
度
の
地

区
ガ
バ
ナ
ー
に
実
行
委
員
長
と
い
う
任
命
書

を
頂
き
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
２
年
弱
の
期
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
夏
期
の
派
遣
生
は
５
人
、
受

入
れ
生
も
５
人
で
し
た
。

　

２
０
１
２
年
７
月
26
日
か
ら
の
３
泊
４
日

の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
室
戸
青
少
年
の
家

で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６
の

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
合
同
で
Ａ
地
区
の
担
当
で
行
わ

れ
13
名
の
青
少
年
が
お
互
い
の
交
流
を
楽
し

ん
だ
。
中
で
も
高
知
な
ら
で
は
の
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
南
国
の
フ
ル
ー
ツ
園
は
青

少
年
に
と
っ
て
ひ
と
き
わ
好
評
で
あ
っ
た
。

受
入
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
会
員
の
家

庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
ま
す
が
、
同

世
代
の
仲
間
た
ち
一
同
に
会
し
て
心
を
通
わ

青
少
年･

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ･

地
域
奉
仕
に
関
し
て

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事　

溝
渕
義
雄

　

20
年
ほ
ど
前
に
高
知
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
、
入
会
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
世
界
に

誇
る
奉
仕
団
体
で
あ
る
こ
と
、
知
恵
、
労
力
、
金

銭
を
結
集
し
て
無
償
の
奉
仕
を
し
て
い
る
事
を
知

り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
と
言
う
国
際
的
な
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ど
う
し
た
ら
そ
の

寄
付
が
で
き
る
の
か
を
教
え
て
貰
い
、
寄
付
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
チ
ョ
ッ
と
し
た
き
っ
か
け

で
し
た
が
、
毎
年
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
年
に
四
、
五
回
す

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
、
特
に
発
展
途
上
国
で
は
、
多
く
の

子
供
達
が
失
明
や
小
児
白
内
障
等
の
視
覚
障
害
で

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
何
故
、
小
児
白
内
障
等
に
か

か
る
の
で
し
ょ
う
？
そ
れ
は
、
慢
性
的
な
栄
養
不

足
だ
そ
う
で
す
。
ハ
シ
カ
で
も
毎
日
４
５
０
人
以

上
の
子
供
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
現
地
を
訪
ね
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
通
し
て
、
少
し
で
も
ご
支
援
を
さ

せ
て
頂
こ
う
と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
私

の
理
念
で
あ
り
ま
す
。

4月14日 ㈰
9：30〜10：30

三翠園（富士の間）

　

溝
渕
義
雄
ラ
イ
オ
ン
は
世

界
で
３
番
目
、
日
本
で
は

１
番
、
今
ま
で
に
メ
ル
ビ
ン

ジ
ョ
ー
ン
ズ
フ
ェ
ロ
ー
を
受

け
ら
れ
て
い
る
。

　

ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
に
対
し
て
の
奉
仕
を
し

続
け
る
の
か
そ
の
思
い
の
た

け
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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代
議
員
第
三
分
科
会
の
報
告

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会

委
員
長　

品
原　

啓
二
（
高
知
北
Ｌ
Ｃ
）

　

会
員
の
全
員
参
加
と
充
実
し
た
ラ
イ
オ
ン

ズ
ラ
イ
フ
、
こ
ん
な
奉
仕
活
動
の
多
く
が
、

こ
の
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会
に
は
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
中
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
、
認
定

講
師
が
全
国
で
約
４
万
人
、
３
３
６-

Ａ
地
区

の
１
５
１
ク
ラ
ブ
で
も
１
０
０
０
名
を
超
え

る
認
定
講
師
が
い
ま
す
。
（
１
ク
ラ
ブ
平
均

６
～
７
名
）

　

こ
の
活
動
は
、
文
部
科
学
省
・
警
察
庁
・

厚
生
労
働
省
・
内
閣
府
が
後
援
す
る
事
業
で

あ
り
、
各
学
校
へ
は
、
文
科
省
よ
り
教
育
委

員
会
を
通
じ
開
催
の
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

　

３
３
６-

Ａ
地
区
で
は
、
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
、

認
定
講
師
の
大
半
は
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

又
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
年
間
２
回
以
上

開
催
す
れ
ば
「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
ゴ
ー
ル

ド
認
定
講
師
」
の
資
格
を
取
得
す
る
事
も
出

来
ま
す
。

　

こ
の
分
科
会
で
は
各
地
域
か
ら
特
色
の
あ

る
活
動
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
伊
予
土
居
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
、
「
子
供

環
境
教
室
ラ
ブ
リ
バ
ー
。
」
そ
の
教
材
と
し

て
使
わ
れ
た
「
地
球
の
秘
密
」
坪
田
愛
華

著
。（
12
歳
）

　

「
環
境
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
国
語
の

課
題
を
得
意
の
漫
画
で
表
現
し
た
作
品
で

す
。

　

愛
華
さ
ん
は
こ
れ
を
書
き
上
げ
た
数
時
間

後
、
突
然
、
脳
内
出
血
で
倒
れ
、
12
歳
と
い

う
短
い
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
作
品
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部

で
行
わ
れ
た
「
第
一
回
国
連
子
供
環
境
絵
画

展
」
、
「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
５
０
０
賞
」
を

受
賞
、
子
供
に
与
え
ら
れ
た
の
は
世
界
で
初

め
て
で
し
た
。

　

愛
華
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
子
ど
も
は

親
を
鏡
に
育
つ
よ
ね
。
人
間
は
、
地
球
を
鏡

に
し
て
生
き
な
く
ち
ゃ
あ
」
と
い
う
も
の
で

す
。

　

現
在
、
世
界
11
ヶ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
世
界

中
の
子
供
達
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
る
大
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
教
材
で
す
。

　

伊
予
土
居
Ｌ
Ｃ
は
、
こ
の
愛
華
さ
ん
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
紹
介
も
交
え
小
学
校
で
「
子
供

環
境
教
室
」
の
開
催
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
１
Ｒ
松
山
中
央
Ｌ
Ｃ
か
ら
は

「
献
血
推
進
活
動
」
、
４
Ｒ
高
松
南
Ｌ
Ｃ

「
盲
導
犬
普
及
啓
蒙
活
動
」
、
８
Ｒ
徳
島
Ｌ

Ｃ
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
８
Ｒ
15
ク
ラ
ブ
合
同
で
植

樹
」
の
活
動
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、
こ
の
委
員
会
の
運

営
に
携
わ
れ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す　

4月14日 ㈰
9：30〜10：30
三翠園（桜の間）
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代
議
員
総
会

２
０
１
３
年
４
月
14
日
㈰

午
前
11
時
〜
12
時

県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
オ
レ
ン
ジ
）

　

代
議
員
分
科
会
終
了
後
、
県
民
文
化
ホ
ー

ル
（
オ
レ
ン
ジ
）
に
て
代
議
員
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

和
田
信
介
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
の
司
会

進
行
の
も
と
、
濱
田
利
男
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹

事
の
開
会
宣
言
の
後
、代
議
員
総
会
が
始
ま
っ

た
。 

　

来
賓
並
び
に
大
会
役
員
紹
介
の
後
、
長
谷

川
憲
男
大
会
議
長
挨
拶
、
細
木
膺
子
委
員

長
の
資
格
審
査
発
表
、
今
村
隆
昭
委
員
長

に
よ
る
議
事
規
則
説
明
が
な
さ
れ
、
代
議
員

四
九
九
名
で
の
議
案
審
議
へ
入
っ
た
。

　

２
０
１
３
〜
２
０
１
４
年
度
３
３
６–

Ａ

地
区
・
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
、
松
前
龍
宗
氏
（
高

松
玉
藻
Ｌ
Ｃ
）
が
、
大
多
数
の
賛
成
票
を
獲

得
し
選
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
も
審
議
の

結
果
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

続
い
て
２
０
１
３
〜
２
０
１
４
年
度
国

際
第
二
副
会
長
候
補
者
に
山
田
實
紘
氏
、

２
０
１
３
〜
２
０
１
５
年
度
国
際
理
事
候
補

者
に
清
水
英
徳
氏
の
推
薦
が
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
三
つ
の
分
科
会
報
告
、
お
よ
び
報

告
事
項
へ
と
進
み
、
正
木
一
志
委
員
長
の
議

案
決
議
確
認
が
あ
り
、
全
て
の
議
案
は
承
認

さ
れ
た
。

　

佐
藤
元
春
副
委
員
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
、

代
議
員
総
会
は
終
了
し
た
。

 

指
名
選
挙
会

２
０
１
３
年
４
月
14
日
㈰

午
前
８
時
〜
9
時

県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
グ
リ
ー
ン
）

　　

代
議
員
総
会
に
先
立
ち
、県
民
文
化
ホ
ー

ル
（
グ
リ
ー
ン
）
に
お
い
て
指
名
選
挙
会

が
行
わ
れ
た
。

　

受
付
を
済
ま
せ
た
代
議
員
の
方
々
が
投

票
管
理
人
の
見
守
る
中
を
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、

第
一
、
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
投
票
を

し
た
。

　

投
票
締
め
切
り
後
、
別
室
に
て
開
票
さ

れ
、
代
議
員
総
会
に
お
い
て
の
結
果
発
表

を
待
つ
事
と
な
っ
た
。
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地区年次大会の
バックヤード

お見せし
ます

少しだけ
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日韓親善国際交流の夕べ

日
韓
親
善
国
際
交
流
の
夕
べ

２
０
１
３
年
４
月
13
日
㈯　

18
：
30

ザ
・
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知



DISTRICT 336-A

SHIKOKU

15

日韓記念植樹

日韓記念植樹

青
少
年･

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ･

地
域
奉
仕
委
員
長

北　

川　
　

渉

　

第
59
回
３
３
６-

Ａ
地
区
年
次
大
会

出
席
の
為
、
韓
国
３
５
４-

Ｄ
地
区
総

裁
李
奎
變
一
行
（
38
名
）
が
来
日
さ
れ

た
。

　

予
て
よ
り
、
長
谷
川
憲
男
地
区
ガ
バ

ナ
ー
と
記
念
植
樹
を
と
の
約
束
を
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
今
年
は
牧
野
富
太
郎
先

生
の
生
誕
１
５
０
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
知
県

立
牧
野
植
物
園
の
担
当
者
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
快
諾
い
た
だ
き
合
同
の
記
念
植

樹
が
で
き
ま
し
た
。

　

植
樹
は
ヒ
ト
ツ
バ
ダ
コ
（
モ
ク
セ

イ
科
）
日
本
名
は
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ
」
で
、
主
に
日
本
・
朝
鮮
半
島
・

台
湾
・
中
国
大
陸
の
一
部
に
隔
離
分
布

し
、
本
種
は
韓
国
産
で
５
月
頃
枝
に
雪

が
積
も
っ
た
か
と
見
紛
う
ほ
ど
見
事
に

た
く
さ
ん
の
白
い
花
を
咲
か
せ
る
珍
し

い
植
物
で
す
（
高
さ
４
ｍ
を
２
本
）
。

ま
た
、
五
台
山
展
望
台
、
竹
林
寺
等
も

散
策
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
４
月
14
日
㈰

高
知
県
立
牧
野
植
物
園
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幹事挨拶

　
「
会
則
を
守
る
」
で
返
礼
を
と
ス
タ
ー

ト
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
部
は
立
ち
上
が
り

の
不
安
定
さ
を
肌
に
感
じ
ま
し
た
が
、
担

当
各
位
の
熱
意
と
ご
協
力
で
霧
散
し
ま
し

た
。
入
局
直
後
に
「
役
員
研
修
」「
三
役
ス

ク
ー
ル
」
の
諸
行
事
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
功
裏
に
展
開
で
き
ま
し
た
が
、「
主
催
慣

習
」
で
の
不
手
際
も
見
受
け
ら
れ
、
ル
ー

ル
を
尊
重
し
各
種
の
作
業
展
開
に
原
則
論

を
と
強
く
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

釜
山
国
際
大
会
、
第
一
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
会
議
後
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
最
大
の
任
務

で
あ
り
ま
す
「
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
」
の

業
務
展
開
の
中
で
、
３
３
６-

Ａ
地
区
全

ク
ラ
ブ
へ
送
付
の
「
公
式
訪
問
ガ
バ
ナ
ー

質
問
書
」
を
整
理
・
分
析
し
ま
し
た
が
、

驚
い
た
こ
と
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉

仕
の
一
輪
で
あ
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
無
関
心
或

は
認
識
不
足
の
ク
ラ
ブ
が
、
１
５
１
Ｌ
Ｃ

の
内
５
５
Ｌ
Ｃ
あ
り
、
愕
然
と
し
た
反
面
、

あ
る
種
の
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
五
年
前

の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
展
開
の
影
響
で
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
当
時
、
三
年
間
で
の
完
納
処

置
が
採
ら
れ
、
各
事
務
局
の
処
理
で
ク
ラ

ブ
の
各
会
員
は
直
接
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
関
係
無

い
様
な
展
開
に
な
っ
た
の
で
は
と
？ 

一
方

今
期
ご
就
任
の
武
久
国
際
理
事
の
役
職
名

を
聞
き
及
び
（
国
際
理
事
と
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
副
委

員
長
）、
何
と
し
て
も
周
知
・
再
活
性
化
を

と
長
谷
川
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
指
導
力
を
仰

ぎ
、
第
二
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
「
会

員
増
強
」、「
２
０
０
％
例
会
」、「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
」

の
三
大
目
標
に
展
開
し
て
い
た
だ
い
た
事

に
は
、
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
結
果
本

年
３
月
の
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
セ
ミ
ナ
ー
を
高
知
市

で
の
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
の
初
め
頃
よ
り
、
次
期
第
二
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
選
出
の
裏
方
業
務
に
翻
弄
さ

れ
、
最
も
重
要
行
事
の
「
地
区
年
次
大
会
」

業
務
に
集
中
で
き
ず
、
年
甲
斐
も
な
く
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ま
し
た
が
、
武
久
国
際
理

事
、
長
谷
川
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
「
迅
速
か

つ
果
敢
」
な
る
ご
判
断
と
、
三
谷
名
誉
顧

問
の
お
力
添
え
で
橋
本
充
好
第
二
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
誕
生
は
（
七
日
劇
）「
八
十
路

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
」
の
最
大
の
想
い
出

に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ「
マ

イ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
」「
俺
達
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
」

が
闊
歩
し
て
い
る
事
も
散
見
さ
れ
ま
し
た

が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
心
か
ら
愛
す

る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
必
ず
「
会
則
は
守

ら
れ
ま
す
」
感
謝
！

感
謝
！
感
動
！
感
激
！

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事　

濱
田　

利
男

Secretary
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会計挨拶

　

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
昨
年

３
月
に
突
然
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
要

請
を
受
け
、
準
備
す
る
間
も
な
く
第
四

回
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
次
期
研

修
会
へ
の
出
席
か
ら
始
ま
り
、
４
月
に

は
次
期
役
員
・
委
員
研
修
会
等
が
あ
り
、

心
の
準
備
が
出
来
ぬ
ま
ま
６
月
韓
国
釜

山
の
第
95
回
国
際
大
会
へ
出
席
し
、
長

谷
川
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
誕
生
を
見
て
心

か
ら
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
慌
た
だ
し

く
行
事
が
あ
る
中
、
７
月
に
入
っ
て
、

や
っ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
仕
事
が

分
か
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
８
月
か
ら
９
月
に
Ｒ
単
位
の
公
式

訪
問
に
同
行
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
報

告
及
び
ご
意
見
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
、
皆
様
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
対
す
る

思
い
に
感
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
谷
川
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
“
人

生
修
行
の
場
で
あ
る
”」「
役
職
は
“
人

生
の
師
”
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
の
意

味
が
わ
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

四
国
内
を
廻
り
、
沢
山
の
友
人
知
人

を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
一

生
の
財
産
に
な
っ
た
と
心
か
ら
そ
う

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
と
し
て
年
間
活

動
予
算
も
内
局
の
皆
様
方
の
力
添
え
が

あ
っ
て
、
何
と
か
運
営
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

共
に
頑
張
っ
て
き
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

内
局
の
方
々
や
事
務
局
員
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
役
員
の
方
々
、
各
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆

様
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
間
、
皆
様
方
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
～
感
謝
～
。

一
年
間
の
ご
支
援
に
感
謝

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計　

森
下　

広
和

Accounts
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Anniversary

　

向
春
の
候
、
阿
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50

周
年
記
念
式
典
の
開
催
に
際
し
、
徳
島
県
知
事
飯

泉
嘉
門
様
、
阿
南
市
長
岩
浅
嘉
仁
様
は
じ
め
、
ご

来
賓
の
皆
様
ほ
か
、
３
３
６-
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー

長
谷
川
憲
男
様
ほ
か
、
地
区
役
員
各
位
、
ス
ポ
ン

サ
ー
ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
、
ま
た
台
湾
恒

春
よ
り
友
好
ク
ラ
ブ
（
参
加
者
36
名
）
皆
様
方
、

総
勢
１
８
０
名
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
ク
ラ
ブ
会
員

一
同
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
６
３
年
４
月
21
日
に
徳
島
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
徳
島
で
６

番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生
し
、
50
年
の
節
目
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、《
温
故
新
生
》
を
テ
ー
マ
と
し
、

〈
子
供
た
ち
に
未
来
の
夢
を
贈
ろ
う
〉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
隆
盛
す
る
活
動
の
礎
と
し
て
、
今
後
と

も
し
っ
か
り
し
た
方
向
を
模
索
し
つ
つ
、
会
員
一

同
更
な
る
飛
躍
へ
と
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に

精
進
し
よ
う
と
今
回
の
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

　

行
事
と
し
て
３
月
３
日
に
阿
南
市
政
の
一
環

と
さ
れ
る
《
野
球
の
町
阿
南
》
で
地
元
宝
田
町
出

身
の
野
球
解
説
者
と
し
て
現
在
活
躍
中
の
水
野

雄
仁
先
生
《
近
日
公
開
予

定
、
阿
南
市
で
撮
影
さ
れ

た
親
善
野
球
映
画
『
モ
ン

ゴ
ル
野
球
青
春
記
』
の
監

督
役
に
出
演
》
の
ユ
ニ
ー

ク
な
お
話
を
50
周
年
記
念

講
演
で
行
い
ま
し
た
。《
聴
衆
者
４
３
０
名
》

　

そ
し
て
３
月
17
日
に
50
周
年
記
念
大
会
の
式

典
で
は
、
来
賓
の
祝
辞
、
感
謝
状
の
贈
呈
、
記

念
事
業
の
報
告
な
ど
、
厳
粛
の
う
ち
に
予
定
を

終
え
、
徳
島
県
警
察
音
楽
隊
：
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
の
演
奏
：
演
技
、
大
津
光
江
さ
ん
の
舞
踊
《
青

海
波
》、
阿
南
こ
ど
も
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
祝

宴
と
移
り
、
異
国
の
台
湾
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
恒
春
獅
子
会
皆
さ
ん
の
歌
や
民
族
舞
踊
も
ご

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
〈
ま
た
会
う
日
ま
で
〉
の
歌
で
《
総

勢
約
１
８
０
名
》
が
手
と
手
を
結
び
合
い
、
大
き

な
輪
が
ひ
と
つ
に
合
唱
さ
れ
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

式
典
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。

　

重
ね
て
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
成
50
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
に
女
性
と

し
て
初
め
て
の
ク
ラ
ブ
会
長
、
し
か
も
第
50

代
会
長
と
言
う
栄
え
あ
る
役
割
を
い
た
だ
き
、

夢
中
で
こ
の
１
年
を
駆
け
抜
け
て
参
り
ま
し

た
。
そ
し
て
去
る
４
月
20
日
に
無
事
に
50
周

年
記
念
式
典
、
祝
宴
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

今
は
重
い
荷
物
を
降
ろ
し
て
ほ
っ
と
し
て
い

る
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
地
域
に
貢
献
で

き
る
記
念
ア
ク
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
し
て
、

地
元
特
産
の
庵
治
石
と
版
画
家
竹
内
守
善
氏

の
版
画
で
彩
る
「
獅
子
灯
り
」
の
製
作
、
天

下
の
名
園
栗
林
公
園
へ
の
贈
呈
、
自
転
車
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
地
域
振
興
「
さ
ぬ
き
ベ

ロ
街
」、
金
沢
兼
六
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の

友
好
ク
ラ
ブ
提
携
、
カ
オ
ハ
ガ
ン
島
の
子
供

た
ち
へ
の
図
書
贈
呈
等
々
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
多
彩
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ク
ラ

ブ
会
員
全
員
の
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
実

現
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

悠
久
の
歴
史
と
絆
を
持
っ
た
我
が
ク
ラ
ブ

に
、
女
性
会
長
と
し
て
さ
さ
や
か
な
彩
り
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
今

で
す
。

　

ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

阿
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
50
周
年
記
念
大
会
に
際
し

高
松
栗
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
悠
久
の
歴
史
と
絆
、
分
か
ち
愛
」

50

50

Anniversary

Anniversary

阿
南
Ｌ
Ｃ　

会
長　

森　

繁
之

高
松
栗
林
Ｌ
Ｃ　

会
長　

矢
野　

恵
美
子
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５
月
12
日
、
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

に
て
、
尾
﨑
正
直
高
知
県
知
事
、
長
谷
川
憲

男
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
多
数
の
皆
様

の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
結
成
50
周
年
の
式
典

を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
高
知
県
立
中
村
中
学
校
・

中
村
高
等
学
校
音
楽
部 

総
勢
53
名
に
よ
る
演

奏
で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
ご
来
賓
の

皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
心
温
ま

る
ご
祝
辞
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
50
年
の

歴
史
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
を
再
認
識
致
し
ま
し

た
。

　

こ
の
50
年
間
の
先
輩
ラ
イ
オ
ン
の
足
跡
に

想
い
を
は
せ
、
ま
た
そ
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、

実
践
し
て
い
く
事
が
私
ど
も
の
使
命
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
50
周
年
記
念
大
会
を
機

に
会
員
間
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
全
員
で
力
を
合
わ

せ
て
、
楽
し
く
明
る
く
社
会
奉
仕
に
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
記
念
式
典
ご
支
援
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

前
日
の
大
嵐
も
嘘
の
よ
う
に
回
復
し
た
４
月
７

日
、
須
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
50
周
年
記
念

式
典
を
、
満
開
の
芝
桜
に
か
こ
ま
れ
た
須
崎
市
立
市

民
文
化
会
館
に
お
い
て
、
尾
㟢
高
知
県
知
事
を
初
め

と
す
る
ご
来
賓
の
皆
様
の
臨
席
を
得
て
、
当
ク
ラ
ブ

会
員
を
含
め
た
約
２
０
０
名
の
参
加
に
よ
り
、
盛
大

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
１
９
６
３
年
６
月
に
高
知
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
結
成
し
て

以
来
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
、

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
ウ
ィ
サ
ー
ブ
を
基
本

理
念
に
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
こ
こ
50
年
の
区
切
り
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
、
会
員
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
式
典
に
お
い
て
は
50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
水
源
涵
養
林
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
」
の
須
崎
市

へ
の
寄
付
、「
日
本
で
１
番
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読

む
ま
ち
を
つ
く
る
会
」
へ
の
支
援
、
須
崎
市
と
縁
の

あ
る
相
馬
市
の
震
災
復
興
支
援
事
業
へ
の
支
援
、
須

崎
中
・
朝
ヶ
丘
中
吹
奏
楽
部
へ
の
支
援
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
で
培
っ
て
き
た
奉
仕
活
動
の
集
大
成
と

し
て
の
事
業
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
さ
さ
か

な
り
と
も
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
た
も
の
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
式
典
と
そ
の
後
の
祝
宴
を
企
画
す
る
に
あ

た
っ
て
、ご
臨
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、喜
ん
で
帰
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
結
成
45
周
年
か
ら
継
続
し
て
植

栽
を
行
っ
て
き
た
芝
桜
の
花
で
、
会
場
と
そ
の
周
辺

を
埋
め
尽
く
す
と
と
も
に
、
須
崎
の
お
い
し
い
魚
・

鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン
・
ウ
ツ
ボ
の
柳
川
鍋
な
ど
を
用
意

し
、
ま
た
地
元
出
身
の
声
楽
家
前
田
裕
二
さ
ん
、
須

崎
中
・
朝
ヶ
丘
中
吹
奏
楽
部
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
臨
席
の
皆
様
に
は
、
会
場
到
着
時
に
満
開
の
芝

桜
の
花
に
歓
声
を
あ
げ
ら
れ
、「
須
崎
の
た
べ
も
の

は
味
・
見
栄
え
・
量
と
も
に
す
ば
ら
し
い
」
と
お
ほ

め
い
た
だ
き
、
前
田
裕
二
さ
ん
の
歌
に
も
「
感
動
し

た
」
と
、ま
た
両
中
学
校
の
演
奏
に
も
「
大
変
よ
か
っ

た
」
と
の
賞
賛
を
い
た
だ
き
、
会
員
一
同
満
足
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
、
私
ど
も
須
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
こ
の
50
周
年
を
契
機
に
、
一
層
、
地
域
の
た
め
に

奉
仕
活
動
に
精
進
し
、
新
た
な
前
進
を
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、結
成
50
周
年
記
念
式
典
・

祝
宴
の
準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
と
ご

家
族
、関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
万
十
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
50
周
年

須
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
50
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

50

50

Anniversary

Anniversary

四
万
十
Ｌ
Ｃ　

会 

長　

島
田　

力

須
崎
Ｌ
Ｃ　

大
会
委
員
長　

藤
戸　

啓
朗

◦土佐中村一條太鼓振興会へ	 金一封
◦社会福祉法人栄光会若草園へ	 金一封
◦高知県立中村中学校・中村高等学校音楽部へ	 金一封
◦四万十川観光スポットへ案内看板	 贈   呈
◦やすらぎの会へ	 金一封
◦高知県ライオンズクラブ献眼特別委員会へ	 金一封
◦高知県ライオンズクラブ骨髄バンク特別委員会へ	 金一封
◦ LCIF( ライオンズクラブ国際財団 ) へ	 金一封
◦ライオンズクエスト運営委員会へ	 金一封

『記念事業』
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Anniversary・336複合地区第59回年次大会

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６

複
合
地
区
の
第
59
回
年
次
大
会
・
広
島

大
会
は
５
月
25
日
・
26
日
の
両
日
快
晴

の
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
。
一
日
目

は
ゴ
ル
フ
大
会
と
前
夜
祭
が
あ
り
、
二

日
目
は
分
科
会
、
代
議
員
総
会
、
大
会

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
っ

た
。
会
場
は
平
和
記
念
資
料
館
に
隣
接

し
た
広
島
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
、

２
０
０
０
余
名
の
会
員
が
集
っ
た
。

　

第
三
分
科
会
で
は
代
議
員
が
多
く
満

席
の
状
態
で
あ
り
、
各
委
員
長
の
報
告

と
意
見
発
表
、
そ
の
後
質
疑
応
答
も

あ
っ
た
。
大
会
式
典
は
平
野
大
会
委
員

長
の
歓
迎
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
寺
越

大
会
議
長
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
湯
崎
広

島
県
知
事
、
松
井
広
島
市
長
の
来
賓
挨

拶
が
あ
り
、
本
大
会
に
花
を
添
え
た
。

　

寺
越
議
長
は
挨
拶
の

突
然
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
で

２
０
２
０
年
に
オ
セ
ア

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
大
会

を
広
島
に
招
請
し
た
く

サ
ッ
カ
ー
場
を
作
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
知
事
、

市
長
に
要
請
し
た
。
後

刻
手
ご
た
え
が
あ
っ
た

よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
期
協
議

会
議
長
第
一
、
第
二
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
夫
妻
の
紹
介
が
あ

り
、
次
期
の
第
60
回
年
次
大
会
は
倉
敷

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

来
年
は
、
そ
の
地
で
の
再
開
を
誓
っ

て
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　

本
大
会
は
４
準
地
区
の
親
睦
、
交
流

に
重
点
が
置
か
れ
る
と
共
に
、
そ
の
年

の
役
付
き
会
員
の
卒
業
式
と
も
い
わ
れ

参
加
の
皆
さ
ん
に
解
放
ム
ー
ド
と
共
に

安
堵
感
が
あ
っ
た
。

　

式
典
終
了
時
は
丁
度
お
昼
時
と
も
重

な
り
、
弁
当
注
文
者
は
会
場
内
で
喫
食

し
た
が
、
会
場
を
離
れ
る
人
が
多
か
っ

た
。
そ
の
後
の
広
島
伝
統
芸
能
広
島
神

楽
の
上
演
に
は
聴
衆
が
少
な
く
、
大
変

残
念
で
あ
っ
た
。

地
区
誌
編
集
委
員　

高
橋　

雄

　

３
月
３
日
、
私
た
ち
今
治
く
る
し
ま
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
20
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
20
年
間
歩
ん
で
き
た
道
程
を
振

り
返
り
、
会
員
一
同
が
ま
た
新
た
な
奉
仕
の

道
を
進
ん
で
い
く
た
め
の
節
目
と
し
て
、
こ

の
20
周
年
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
日

は
各
地
、
各
方
面
か
ら
ほ
ん
と
う
に
多
く
の

皆
様
に
御
列
席
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
念
が

た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
同
時
に
、「
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
方
々
に
、
ま
た
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ

ブ
の
皆
様
に
、
私
た
ち
は
支
え
て
い
た
だ
い

て
き
た
の
か
」
と
い
う
驚
き
も
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
日
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

は
る
ば
る
宮
城
県
南
三
陸
町
か
ら
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
っ
た
南
三
陸
志
津
川
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
こ

と
で
し
た
。
２
０
１
１
年
３
月
の
震
災
以
来
、

私
た
ち
は
遠
く
離
れ
た
被
災
地
の
皆
様
に「
何

か
お
役
に
立
て
な
い
か
」
と
微
力
な
が
ら
も

被
災
地
支
援
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

そ
う
い
っ
た
ご
縁
か
ら
知
己
を
得
た
南
三
陸

志
津
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
３
名

も
御
参
加
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
祝

宴
の
冒
頭
で
、
前
会
長
の
小
坂
様
よ
り
、
被

災
地
の
状
況
や
苦
境
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
南
三
陸
志
津
川
Ｌ
Ｃ
の
活
動
な
ど
を

お
話
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
大
き
な
感
銘
を

受
け
た
と
同
時
に
、
ま
た
新
た
な
奉
仕
へ
の

情
熱
を
湧
き
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

と
も
す
れ
ば
「
単
な
る
お
祝
い
の
席
」
と

な
り
か
ね
な
い
記
念
式
典
が
、
と
て
も
有
意

義
で
思
い
出
深
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
、

御
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
蔭
で
す
。
こ

の
20
周
年
を
機
に
、
よ
り
活
発
で
質
の
高
い

奉
仕
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
、
と
心
に
刻
ん
だ
一
日
で
し
た
。

今
治
く
る
し
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

20
周
年
式
典

20
Anniversary

今
治
く
る
し
ま
Ｌ
Ｃ　

会
長　

井
出　

勇
次

３
３
６
複
合
地
区

第
59
回
年
次
大
会
に
参
加
し
て



DISTRICT 336-A

SHIKOKU

21

韓国354-D 地区　第三十一次会員大会

　

平
成
二
十
五
年
五
月
八
日
よ
り
十
一
日
迄

の
日
程
で
三
五
四-
Ｄ
地
区
第
三
十
一
次

会
員
大
会
に
地
区
ガ
バ
ナ
ー
長
谷
川
憲
男

様
御
夫
妻
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
松
前

龍
宗
様
御
夫
妻
を
は
じ
め
総
勢
三
十
名
で
参

加
し
ま
し
た
。
仁
川
国
際
空
港
で
は
金
庭
守

二
十
一
代
総
裁
、
役
員
は
じ
め
多
数
の
方
々

が
歓
迎
横
断
幕
を
も
ち
花
束
を
も
っ
て
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ウ
ル
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
午
後
六
時
か
ら
招
待
夕
食
会
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
八
月
に
姉
妹
地
区
訪
日
と
し
て
来

高
し
て
い
た
学
生
三
名
も
参
加
さ
れ
再
開
を

喜
び
あ
い
ま
し
た
。
五
月
九
日
は
統
一
展
望

台
・
自
由
の
橋
・
青
瓦
台
・
仁
寺
洞
を
見
学

し
昼
食
は
美
味
し
い
と
評
判
の
高
い
鰻
料
理

を
食
べ
満
足
で
し
た
。
晩
は
同
ホ
テ
ル
で
招

待
歓
迎
会
が
あ
り
李
奎
變
総
裁
御
夫
妻
・
役

員
を
は
じ
め
多
数
の
方
々
が
歓
待
し
て
く
れ

ま
し
た
。
高
知
桜
Ｌ
Ｃ
は
三
五
四-

Ｄ
地
区

美
星
Ｌ
Ｃ
と
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結
を
し
て
い
て

周
年
大
会
毎
に
お
互
い
に
交
流
し
て
い
る
関

係
で
今
回
も
ク
ラ
ブ
か
ら
多
数
の
方
々
が
歓

迎
し
て
く
だ
さ
り
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
金

庭
守
元
総
裁
に
促
さ
れ
「
南
国
土
佐
を
後
に

し
て
」
を
合
唱
し
ま
し
た
が
大
変
な
盛
り
上

が
り
の
宴
で
し
た
。
十
日
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
一
次

会
員
大
会
式
典
」
に
臨
み
ま
し
た
。
式
典
は

ほ
ぼ
日
本
と
同
じ
で
し
た
が
国
歌
斉
唱
の
後

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
道
徳
綱
領
」
を
参
加
者
全
員
で

唱
和
し
ま
す
。
総
裁
施
賞
と
し
て
賞
を
も
ら

う
ク
ラ
ブ
は
ク
ラ
ブ
旗
を
も
っ
て
登
壇
し
ク

ラ
ブ
旗
に
賞
の
り
ぼ
ん
が
つ
け
ら
れ
盾
を
も

ら
い
ま
す
。
当
選
総
裁
御
夫
妻
・
当
選
第
一

第
二
副
総
裁
御
夫
妻
の
紹
介
は
会
場
に
入
場

す
る
と
フ
ロ
ア
ー
に
設
営
さ
れ
た
台
上
で
三

方
に
一
礼
、同
時
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
鳴
り
ジ
ャ

バ
ラ
が
飛
び
散
り
ま
す
。
登
壇
と
同
時
に
ス

テ
ー
ジ
に
設
営
さ
れ
た
白
煙
筒
か
ら
煙
と
火

炎
が
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
当
選
総
裁
・
第

一
第
二
副
総
裁
が
一
緒
に
宣
誓
し
ま
す
。
最

後
に
ラ
イ
オ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
ゼ
ス
チ
ャ
ー

を
つ
け
て
斉
唱
し
閉
会
と
な
る
と
こ
ろ
が
日

本
式
と
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
式
典
終
了
後

は
招
待
祝
賀
会
で
し
た
。
十
一
日
は
李
奎
變

総
裁
御
夫
妻
は
じ
め
役
員
多
数
の
方
々
が
ホ

テ
ル
ま
で
来
て
く
だ
さ
り
お
見
送
り
ま
で
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
三
六-

Ａ
地
区
に

は
三
五
四-

Ｄ
地
区

の
ク
ラ
ブ
と
姉
妹
締

結
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

が
幾
つ
か
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
の
ク
ラ
ブ

を
通
し
益
々
の
親
善

が
深
ま
れ
ば
良
い

と
念
じ
て
い
ま
す
。

本
当
に
実
り
多
い

三
五
四-
Ｄ
地
区
第

三
十
一
次
会
員
大
会

へ
の
参
加
で
し
た
。

韓
国
三
五
四-

Ｄ
地
区

第
三
十
一
次
会
員
大
会
に
参
加
し
て

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事　

山
﨑　

美
惠
子　
　

（
６
Ｒ-

１
Ｚ
高
知
桜
Ｌ
Ｃ
）
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LCIF（ライオンズクラブ国際財団）セミナーに参加して

LC I F セミナーに参加して

　2013年3月16日（土）高知会館において北川渉LCIF委員長の司会のもと336-Ａ地区セミナー
が開催されました。
　土曜の昼という時間ながら、四国各地から196名が集まってこられ、田辺憲雄LCIF資金開発課
課長の洒脱で且つわかり易い説明に、参加者一同感嘆の声を上げていました。

　式次第としては、12：00からLCIF財務委員会の副委員長でもあられます武久一郎国際理事、長
谷川地区ガバナーの挨拶、さらにガバナーより2012年ハリケーンサンデーの義捐金を田辺課長を
通じLCIFへ贈呈した後、12：15分より田辺課長の講演が始まりました。
　内容としては、まず「LCIFとは世界最高のNGO（非政府組織）であり、唯一運営費は投資収入で
賄われているので、献金を運営費に使っていない」という話に始まり

1 一般交付金（基準に基ずく交付が源意）
	 イ）　（直接的な）人道主義的奉仕、医療サービスの拡張、発展途上国における学校設立など
	 ロ）　盲人及び障害者奉仕
	 ハ）　災害復興

申請金額は事業予算の50%まで許可であり、上限は75千ドル、下限は大体1万ドルである。さら
に申請を断った事例をわかり易く、軽妙に説明されました。

2 国際援助交付金（海外で何かをしてあげる）自分のクラブと途上国のクラブとの共同事業

3 緊急援助交付金
キャビネットで申請するもので、クラブでは申請できなく、金額は1万ドルまで24時間以内に承認
されるものである。対象は、台風・地震・大雨などの自然災害であり災害発生後30日以内が規定

4  四大事業（コアフォー）
一般援助金よりも焦点を絞ったプログラムで、指定された特定事業に限る。LCIFが75%交付、地
区が25%を調達する。（LCIFの上限は20万ドル）
Ⅰ　視力保護
Ⅱ　障害者援助
Ⅲ　健康促進
　　　糖尿病予防と治療
Ⅳ　青少年奉仕
　　　ライオンズクエスト

5 大災害（申請ではなく本部判断による）
東日本大震災、阪神大震災、スマトラ沖震災、四
川大地震などの説明があり、最後に申請から承認
に至るまでの流れを説明され、残りの時間フロア
との質疑応答があり、有意義な講演は14：00に
終了しました。

地区誌編集委員長　　宇都宮　博史

LCIF交付金の種類
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ガバナーズアワード金賞クラブより

１
Ｒ-

３
Ｚ　

松
山
南
Ｌ
Ｃ　
　
　

会
長　

重
見　

誠
司

　

今
年
度
会
員
増
強
賞
金
賞
を
、
高
知
市
で
の
地
区
年
次
大
会
に
お
い
て
長

谷
川
憲
男
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
壇
上
に
て
直
接
拝
受
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
我
が
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
会
員
減
少
が
続
き
、
期
首
３
０
名
を
割
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
35
周
年
を
35
人
で
」
を
合
言
葉
に
、
会
員
増
強
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
委

員
長
中
心
に
、
特
に
入
会
年
数
の
短
い
会
員
の
努
力
に
よ
り
、
10
月
の
結
成

35
周
年
記
念
式
典
で
は
会
員
数
35
名
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
Ｒ
で
は
松
山
中
央
Ｌ
Ｃ
さ
ん
が
１
０
０
名
を
超
え
る
会
員
数
を
誇
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
や
は
り
「
数
は
力
な
り
」
…
会
員
数
が
減
少
す
る
と
ク
ラ
ブ

運
営
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
支
障
を
き
た
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
「
や
っ

て
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。
や
ら
ず
に
出
来
る
わ
け
が
な
い
。
」
の
精
神

で
、
ク
ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３
Ｒ-

１
Ｚ　

宇
和
Ｌ
Ｃ　
　
　

会
長　

永
合　

韶
俊

　

「
街
を
元
気
に
す
る
の
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、
２
０
１
１
年
か
ら
５
か

年
計
画
で
、
毎
年
純
増
５
名
の
新
会
員
入
会
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
３
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
き
め
細
か
な
計
画
（
業
種
別
の
人
材
発
掘
、
新
規
候
補
者
に
対
す
る
複

数
会
員
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
事
情
が
あ
っ
て
一
度
退
会
し
た
者
へ
の
再
入
会
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
）
を
立
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
入
会
者
は
24
名
、
退
会
は
高
齢
者
で
11
名
と
、
入
会
者
が
大
幅
に
上

回
り
純
増
13
名
（
５
月
末
現
在
）
と
順
調
に
推
移
し
、
平
均
年
齢
も
若
返
り
ま
し
た
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
み
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
２
年
間
は
、
積
極
的
な
事
業
活
動
の
展
開
で
見
え
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
作
り
、
新
会
員
に
よ

る
卓
話
等
で
価
値
観
の
あ
る
例
会
作
り
、
新
会

員
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
る
体
制
作
り
な
ど
に
努

め
、
目
標
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
増
強
賞　

金
賞
受
賞
に
つ
い
て

会
員
数
５
０
名
の
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

２
０
１
１
年
か
ら
５
か
年
計
画
ス
タ
ー
ト
‥
‥

目
標　

純
増
25
名

ガバナーズアワード　金賞クラブより

10年間における会員数増減の推移

2013年新年例会での新会員入会式
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ガバナーズアワード金賞クラブより・第4回キャビネット会議

７
Ｒ-

１
Ｚ 

高
知
鷹
城
Ｌ
Ｃ　
　
　

第
53
代
会
長　

田
中　

智
洋

　

会
員
維
持
あ
っ
て
の
増
強
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
受
賞
対
象
期
間
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
都
合
上
、
昨
年
の

２
月
よ
り
今
年
の
１
月
ま
で
と
い
う
事
で
、
筒
井
前
会
長
は
じ

め
、
先
輩
諸
氏
の
ご
尽
力
、
退
会
者
の
後
任
推
薦
等
も
あ
り
純

増
６
名
（
７
名
の
入
会
、
転
勤
に
よ
る
１
名
の
退
会
）
に
て
金

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
先
日
、
２
名
の
入
会
式
も
無
事
終
わ
り
、
こ
の

１
年
半
の
間
に
９
名
の
す
ば
ら
し
い
仲
間
が
加
わ
っ
た
事
と

な
り
ま
す
。
今
期
中
に
は
あ
と
１
名
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
維
持
増
強
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
現
会
員
の
方
々

が
、
心
地
良
く
奉
仕
活
動
等
に
参
加
出
来
、
お
誘
い
出
来
る

ク
ラ
ブ
の
環
境
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
維
持
増
強
の
為
に
、
以
下
２
項
目
を
ク
ラ
ブ
員
全
員

が
同
じ
認
識
の
下
に
て
、
実
施
励
行
致
し
ま
し
た
。

① 

計
画
委
員
会
の
機
能
を
徹
底
的
に
充
実
さ
せ
る
事
。

　

（
２
ケ
月
に
１
回
は
正
式
会
合
を
開
催
。
）

　

も
ち
ろ
ん
、
各
委
員
会
の
充
実
も
大
事
で
す
が
、
計
画
委
員
会
が
機
能
し
て
い
な
け
れ

ば
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
招
く
大
き
な
要
因
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。
特
に
入
会
１
～
２
年
間
は
、

計
画
委
員
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

② 

招
請
委
員
会
を
設
け
、
毎
理
事
会
に
て
入
会
者
情
報
を
交
換
し
あ
う
事
。　

　

ク
ラ
ブ
へ
の
参
画
（
特
に
例
会
）
が
心
地
良
く
、
楽
し
く
、
充
実
し
て
参
り
ま
す
と
、
会

員
維
持
増
強
に
必
ず
繋
が
り
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
詳
細
活
動
は
、
当
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
報
誌
他
に
て
ご
覧
下
さ
い
。

　

今
後
も
、
明
る
く
、
活
気
に
満
ち
た
高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
す
事
を

願
っ
て
、
「
奉
仕
の
喜
び
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
ウ
イ
サ
ー
ブ
」
と
謳
っ
た
今
期
の
会
長
職

を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
を
代
表
し
ま
し
て
、｢

金
賞
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。｣　

「
会
員
増
強
賞
」

金
賞
受
賞
に
あ
た
っ
て

貸切列車　新旧役員交替例会賀寿の御祝でお餅つき

２
０
１
３
年
５
月
19
日
（
日
）　

三
翠
園
（
高
知
）

地
区
誌
編
集
委
員
長　
　

宇
都
宮　

博
史

　

高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
主
催
で
は
最
後
の
第
４
回

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
、
13
時
30
分
よ
り
三
翠
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
川
憲
男
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

挨
拶
で
は
、
橋
本
充
好
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ

ク
ト
の
選
出
経
過
を
中
心
に
お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
菅
武
廣
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
地
区
名
誉
顧
問

が
複
合
地
区
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
長
を
務
め

た
お
話
し
を
伺
い
、
松
前
龍
宗
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ

ク
ト
、
木
内
千
春
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
橋
本
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

エ
レ
ク
ト
が
緊
張
の
面
持
ち
で
且
つ
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
挨
拶
を
さ
れ
、
最
後
に
三
谷
智
省
元
地
区
ガ
バ

ナ
ー
地
区
名
誉
顧
問
が
締
め
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
協
議
確
認
と
報
告
事
項
で
は
、
２
ク
ラ
ブ
が

解
散
す
る
と
い
う
残
念
な
報
告
を
伺
っ
た
後
、
休
憩

を
挟
み
、
各
Ｒ
Ｃ
、
Ｚ
Ｃ
が
一
年
間
の
感
想
並
び
に

要
望
事
項
を
ス
ピ
ー
チ
し
、
最
後
に
各
地
区
委
員
長

の
一
言
挨
拶
、
各
副
幹
事
の
お
礼
を
も
っ
て
会
議
が

終
了
し
ま
し
、
16
時
45
分
よ
り
懇
親
会
に
移
行
し
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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副幹事より

キャビネット副幹事のお話を頂いた時
に、仕事の内容もわからずにお受けしま
した。クラブとは違った関係で皆様と一
緒に仕事ができた事、楽しく活動でき
て、まもなく終わろうとしていますが、
皆様に感謝申し上げます。

高知鷹城LC　坂本 幸繁

この一年を振り返ってみると、忙しかっ
たけれど貴重な経験をさせてもらったと
感謝しています。特にキャビネットのメ
ンバーはじめ、いろいろな方々と知り合
えた事が、貴重な財産となりました。有
難う御座いました。

高知中央LC　和田 信介

今期副幹事、副会計でキャビネットに入
りましたが年次大会会計の任務を通じて
全LCと係わり他RのLC名も知り、それぞ
れのLCには個性があり奉仕活動に励んで
いるご様子…。本当に貴重な体験を得、
またよいご縁も戴き楽しく充実した一年
でした。心から感謝申し上げます。

高知よさこいLC　東條 節子

1年間キャビネットの副幹事として活動
させていただきました。途中からのキャ
ビネット参加で戸惑うことが多かったで
す。会員会則の佐野委員長にはご迷惑を
おかけしました。２Rの担当でたくさんの
２Rのメンバーと仲良くなれてラッキーで
した。終わり良ければ何とかで…。

高知LC　中嶋 司

多くの学びと出会いの一年間でした。諸
先輩方からお教え頂いた数々の言葉や、
長谷川地区ガバナーがいつもお元気でお
役を一つ一つ果たされているお姿に力を
頂きました。周りのみなさんに比べ我身
の恥ずかしさを感じますが感謝に満ちた
一年間、本当に有難うございました。

高知とさみずきLC　斉藤 明子

キャビネット参加は久しぶりで、まるで
浦島太郎の心境でした。長かったよう
で、短かった一年間でした。
おかげで、釜山の世界大会やソウルでの
354Ｄ地区年次大会と2回も韓国に行かせ
て戴き、大変楽しい思い出ができました。

高知北LC　西岡 啓二郎

一年間多くの事を学ばせて頂きありがと
うございました。
これからも末長いおつきあい宜しくお願
いいたします。

高知黒潮LC　山本 雅久

５リジョンを担当させて頂き、各クラブ
の会報誌を読みました。素晴らしい活動
に感動します。また、キャビネットメン
バーの一員として、最初から最後まで大
変楽しかったです。お世話になりました

高知南LC  溝渕 義雄

キャビネットで　１つの目標に向かって
一致団結し、役務達成したすばらしさや
国際交流を含め人と人の出会いの楽し
さ・大切さを改めて教えて頂きました。
皆さんお疲れさまでした。感動を頂きあ
りがとうございました。感謝、感謝。

高知鏡川LC　浜田 展吉

初めてのキャビネット副幹事の役職を拝命
されて、先の見えてない状態からのスター
トでしたが、諸先輩方の指導のおかげで、
何とか無事に役職をまっとう出来たと思っ
ております。ガバナー公式訪問を始め、沢
山の行事に参加出来たことは、私にとって
いい思いでとなり、宝になりました。今後
この経験をいかして、ライオンズクラブ
の運営等に役立てていきたいと思っていま
す。
一年間　本当にありがとうございました。

高知東LC　下飯野 芳幸

晴天の霹靂です。突然キャビネットへの
発令。ライオンズにノーはありません。
この一年間はベテランのキャビネットク
ルーに恵まれ、私のライオンズ生活の内
では最高の一年でした。うれしい絆で
す。龍馬の心で、感謝・感謝。

高知りょうまLC　竹崎 誠

ライオンズの役職は、人生の師という言
葉を実感した一年でした。

高知柏LC  酒井 陽典

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
陰
で
支
え
た
副
幹
事

-
め
だ
た
な
い
の
が
美
し
い-

３
３
６-

Ａ
地
区
会
員
の
皆
様
、
高
知
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、

私
た
ち
副
幹
事
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
、

高
橋
事
務
局
長
、
事
務
局
員
の
松
田
さ
ん
、
門
脇
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副幹事に就任し求められた条件が「勉強
せよ、人を指導するには十倍知らねば教
えられぬ。手蔓を求めよ、どこかに答え
がある」でした。
月日を重ねるごとにライオニズムの重さ
に身が引き締まる思いと知ることの喜び
と新しい体験をさせて頂いた一年間でし
た。ありがとうございました。

高知桜LC　山﨑 美惠子

6月13日㈭ 内局会にて



DISTRICT 336-A

SHIKOKU

27

1年間ご協力
ありがとうございました

3クラブ合同例会・地区誌編集委員より感謝をこめて

地区誌編集委員より感謝をこめて

息の合ったメンバーと楽しい
編集、楽しい懇親最高でした。

高橋雄

個性の強いベテラン男
性集団に地区誌経験な
しの私の参加はプレッ
シャーでしたが、今は一生
付き合える友達(失礼！)
が出来た喜びでいっぱい
です。

吉本千恵

編集委員会と副幹事の経験は
とっても貴重なものでした。素
敵な委員長のもと、すばらしい
メンバーと活動できました事は
宝だと思っています。

酒井陽典

3クラブ合同例会
　去る４月25日18時30分から高知市の三翠園において、高
知黒潮LC、高知桂LC、高知柏LCの３クラブ合同例会が開
かれました。
　これは、長谷川地区ガバナーの今期方針に従って開かれ
たものです。
　この３クラブの関係は、順にいわゆる親クラブ、子クラ
ブ、さらに孫クラブと言われるものでした。
　いずれのクラブもその歴史が長く、会員メンバーにも
変わりがあり、いつしか交流も途絶えがちになっていたの
で、今回の合同例会開催に至ったものでした。
　開会前、会場に入ると、大勢の会員が集まり、旧知の間
柄か再会を喜んで、互いに手を握り合っている方、初対面
の方なのか名刺を交換している方々の姿が見えました。
　ところで、会場には、宮地、三谷各元地区ガバナー、長
谷川地区ガバナー、橋本次期第二副地区ガバナーエレクト

が揃って出席されておられ、いつものようにご招待による
ご出席かと思いましたが、そうではなく偶然にも全員がこ
の３クラブのいずれかの会員でした。
　定刻開会となり、開会セレモニーのあと、３クラブの次
期三役の紹介等があり、懇親会を控えた時間的制約によ
り、３クラブとも審議事項等は全て省略し、閉会となりまし
た。
　そして、待望の懇親会に移り、長谷川地区ガバナーの開
宴挨拶、三谷元地区ガバナーの乾杯発声で宴会が始まり、
会場は一段とにぎやかになりました。アトラクションはベ
リーダンス、若い女性の素早く腰を動かす姿に目を輝かせ
ていたのは私一人ではなかったように思いました。
　最後はライオンズ・ローアで終了しましたが、結構楽し
い合同例会であり、会員維持、やがては会員増強にもつな
がるものではないかと思いました。

何とか終える事ができました。しんど
かったけれど、すばらしい仲間と仕事が
できて満足です。　

地区誌編集委員長　宇都宮　博史

原稿依頼、取材依頼、投稿等に
ご協力いただき心から
お礼申し上げます。

一年間を振り返りますと、多くの「感
動」を取材することができました。
感動は、「笑顔」になって表れている
様です。特にガバナーの笑顔は、地
区誌の伝えるいい雰囲気をかもし
だしています。そして、「感動を笑顔
にかえて We Serve」と私のスロー
ガンにもなりました。

副委員長　竹村俊彦

すばらしい
1年でした

山本雅久

高知黒潮ライオンズクラブ
東 　 信 喜

高知黒潮LC　高知桂LC　高知柏LC

地区誌編集委員をさせて頂きありがとうご
ざいました。宇都宮委員長を中心に、地区誌
メンバーの皆様に大変お世話になり、そして
沢山の貴重な経験をさせて頂きました。
この経験をいかし、これからもライオンズク
ラブ発展のために、益々精進してまいります
のでこれからも宜しくお願い致します。

西内康志
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336-A 地区会員現況

Ｒ Z クラブ名 期首 3月末 増減

7

1

高知鷹城 47 47 0
室戸 29 30 1
高知鏡川 41 40 -1
高知南 33 33 0
高知よさこい 44 40 -4
土佐国府 24 24 0
Ｚ合計 218 214 -4

2

高知黒潮 56 62 6
高知桂 57 53 -4
高知中央 39 37 -2
高知安芸 29 31 2
高知りょうま 32 31 -1
Ｚ合計 213 214 1

3

土佐山田 15 15 0
土佐本山 20 18 -2
南国 37 30 -7
土佐香南 35 35 0
大豊 8 6 -2
Ｚ合計 115 104 -11
R 合計 546 532 -14

8

1

徳島 26 22 -4
小松島 20 20 0
阿南 44 44 0
徳島南 31 29 -2
阿波勝浦 26 26 0
徳島マリンピア 46 46 0
徳島すだち 31 31 0
徳島シニア 19 17 -2
Ｚ合計 243 235 -8

2

徳島中央 26 27 1
石井 31 31 0
徳島城山 38 38 0
上板 41 39 -2
徳島吉野川 37 36 -1
土成 28 29 1
徳島やまもも 28 27 -1
Ｚ合計 229 227 -2
Ｒ合計 472 462 -10

9

1

徳島眉山 29 30 1
鳴門 57 59 2
藍住 38 37 -1
板野 36 36 0
松茂徳島空港 19 23 4
鳴門西 25 25 0
北島 49 50 1
Ｚ合計 253 260 7

2

阿波池田 39 38 -1
脇 37 40 3
三加茂 19 17 -2
Ｚ合計 95 95 0

3

徳島西 15 15 0
鴨島 35 34 -1
阿波 31 28 -3
徳島国府 17 18 1
神山 20 20 0
徳島藍 31 35 4
Ｚ合計 149 150 1
Ｒ合計 497 505 8
地区合計 5,471 5,445 -26

Ｒ Z クラブ名 期首 3月末 増減

4

1

高松 40 42 2
小豆島 40 40 0
小豆島東 32 31 -1
高松葵 29 31 2
高松南 25 27 2
Z 合計 166 171 5

2

高松東 59 56 -3
高松西 34 33 -1
直島 27 27 0
八栗 27 29 2
高松源平 33 32 -1
高松中央 38 33 -5
Z 合計 218 210 -8

3

東かがわ 41 39 -2
長尾 58 58 0
志度 63 64 1
三木さぬき 28 30 2
高松グリーン 27 27 0
Z 合計 217 218 1

4

高松玉藻 46 42 -4
高松栗林 62 58 -4
高松屋島 42 49 7
高松紫雲 50 51 1
高松空港 28 27 -1
高松北 26 25 -1
Z 合計 254 252 -2
R 合計 855 851 -4

5

1

丸亀 82 76 -6
坂出 46 45 -1
坂出白峰 61 59 -2
綾歌郡 18 19 1
丸亀京極 60 61 1
うたづ 40 40 0
坂出シニア 33 30 -3
Z 合計 340 330 -10

2

観音寺 31 33 2
善通寺 37 40 3
多度津 39 40 1
三豊 54 57 3
こんぴら 41 41 0
観音寺中央 25 23 -2
Z 合計 227 234 7
R 合計 567 564 -3

6

1

高知 46 45 -1
高知柏 55 54 -1
高知東 41 41 0
高知北 37 36 -1
高知桜 36 37 1
高知とさみずき 14 15 1
Z 合計 229 228 -1

2

須崎 46 46 0
土佐 50 51 1
伊野 29 25 -4
佐川越知 23 24 1
中土佐 24 22 -2
Z 合計 172 168 -4

3

四万十 44 44 0
土佐清水 45 42 -3
宿毛 19 20 1
窪川 26 27 1
大方 24 22 -2
大正 19 18 -1
Z 合計 177 173 -4
R 合計 578 569 -9

R Z クラブ名 期首 3月末 増減

1

1

松山ホスト 38 36 -2
久万 25 28 3
松山東 48 50 2
砥部 39 39 0
松山つばき 46 47 1
松山城山 38 42 4
Z 合計 234 242 8

2

松山道後 57 56 -1
伊予 49 50 1
松山西 40 44 4
松前 18 19 1
松山北 20 27 7
松山湯築 35 36 1
松山城東 21 22 1
Z 合計 240 254 14

3

北条 20 21 1
松山中央 103 108 5
松山南 30 36 6
東温 27 25 -2
松山金亀 45 44 -1
松山白鷺 63 63 0
Z 合計 288 297 9
R 合計 762 793 31

2

1

新居浜 54 52 -2
新居浜中央 38 36 -2
新居浜別子 32 35 3
新居浜ひうち 29 27 -2
Z 合計 153 150 -3

2

今治 59 57 -2
今治中央 58 55 -3
今治東 52 55 3
今治くるしま 58 58 0
今治サーチング 19 14 -5
Z 合計 246 239 -7

3

伊予三島 39 40 1
川之江 46 44 -2
伊予土居 37 36 -1
四国中央法皇 38 38 0
川之江中央 28 28 0
Z 合計 188 186 -2

4

西条 53 52 -1
東予 40 40 0
伊予小松 13 13 0
西条石鎚 44 42 -2
Z 合計 150 147 -3
R 合計 737 722 -15

3

1

大洲 46 45 -1
宇和 34 37 3
伊予長浜 15 14 -1
内子 29 31 2
野村 24 22 -2
Z 合計 148 149 1

2

八幡浜 46 44 -2
三瓶 15 14 -1
伊方 36 37 1
保内 26 26 0
八幡浜みなと 45 41 -4
Z 合計 168 162 -6

3

宇和島 26 26 0
伊予吉田 31 30 -1
宇和島中央 17 17 0
南宇和 40 37 -3
鬼北 27 26 -1
Z 合計 141 136 -5
R 合計 457 447 -10

336-A地区会員現況
（2013年3月31日現在）
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①
氏
名
・
享
年　

②
Ｌ
Ｃ
名　

③
入
会
年
月
日　

④
没
年
月
日

①河㟢　直樹（70歳）
②5R1Z坂出
③1994年11月
④2013年2月17日

①菊池　住幸（73歳）
②３R2Z八幡浜みなと
③1983年5月8日
④2013年2月2日

①得能　康雄（76歳）
②9R3Z阿波
③1999年7月7日
④2013年1月29日

①加藤　直太（87歳）
②4R4Z高松栗林
③1964年6月
④2012年12月17日

①中田　壽（83歳）
②4R1Z小豆島東
③1966年5月3日
④2013年3月9日

①西浦　政利（64歳）
②8R2Z石井
③2012年5月24日
④2013年3月3日

①土居　通則（88歳）
②7R1Z高知鷹城
③1980年2月
④2013年2月26日

①坂東　實（83歳）
②8R1Z徳島南
③1973年3月24日
④2013年2月25日

①尾山　丈一（79歳）
②1R1Z松山ホスト
③1982年3月
④2013年２月18日

①安田　琢也（56歳）
②6R3Z土佐清水
③1996年10月24日
④2013年4月4日

①中川　清（80歳）
②2R1Z新居浜中央
③1977年12月25日
④2013年4月1日

①川井　博（85歳）
②9R3Z鴨島
③1970年10月1日
④2013年3月26日

①麦倉　義雄（101歳）
②9R 3Z徳島西
③1980年2月
④2013年5月9日

①豊田　学（68歳）
②5R2Z三豊
③1973年11月16日
④2013年5月31日

①中瀬治一郎（64歳）
②9R1Z藍住
③1999年6月15日
④2013年5月2日

①森田　正（78歳）
②4R2Z高松東
③1969年2月25日
④2013年4月17日

①湯浅　芳洋（63歳）
②8R1Z徳島
③1996年2月13日
④2013年4月16日

（
２
０
１
２
年
12
月
〜
５
月
31
日
）

 5月31日現在で
お写真が確認できた方は
お写真を掲載しています。
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地
区
誌
編
集
委
員
会

2013.4.20　高松栗林LCの50周年記念式典での、林与一さんとの出合い。
（林与一さんは長谷川一夫さんのご子息）

思いも寄らないサプライズ、御厚情に心より感謝。
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